
OpenText Functional Testing
企業のあらゆるシステムをカバーする

テストプラットフォーム

ソフトウェアの品質がビジネス成否を分ける時代。

テストにかかる「コストと時間」を、

事業スピードと品質の「競争力」に変える。

自動化によるコスト削減により、
高い投資対効果を実現します！

OpenText Functional Testing のテスト自動化なら...

担当者に依存し
確認品質が不安定

限られた
IT人材がテストに拘束

市場投入スピードの
加速

ソフトウェアの品質を
安定化

テストに割いていた
人材を価値創造へ

テスト工程がビジネス成長のボトルネックになっていませんか？

さらに..

手動テストによる
リリース遅延

品質を支えるテストも、自動化が前提となっています
テスト工程を”足かせ”から”競争力”へ変えましょう！



※本リーフレット中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 ※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、
予告なく変更する場合があります。 ※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認のうえ、必要な手続きをお取
りください。なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。 ※本リーフレット中の情報は、作成時点のものです。

本リーフレット掲載商品・サービスの詳細情報

www.hitachi-solutions.co.jp/microfocus-enterprise/

OpenText Functional Testing が選ばれる理由

個別見積となります。

【例：152万円（Seat User 1ライセンス、保守費除く）】

参考価格  ※2025年10月時点の価格です

日立ソリューションズなら

⚫ 負荷テストツールとの組み合わせ、性能監視ツールとの組み合わせで提案できます。

⚫ テストプロセスの自動化・管理についても支援しています。

複数ツールは不要！あらゆるシステムのテスト自動化を実施

200を超える幅広いテクノロジーに対応。（Web、
デスクトップ、モバイル、API、パッケージソフト）
複数のテストツールを使い分ける必要がないため、
運用・教育・管理コストを抑えながら、品質基準を
一貫して維持。

変更時の修正負荷を抑え、自動化を形骸化させない

AI技術を用いた画面認識などにより、アプリケーション変更時の作り直しを
最小限にし、現場に定着する自動化を実現。
継続して運用できる自動化の実現により、中長期にわたって投資効果を維持。

非エンジニアでも作成可能 ＆ 必要なところだけ高度化

プログラミング知識の浅い現場担当者でも、ローコードでテストを作成可能。
複雑な制御が必要な部分のみエンジニアがプログラミングにより高度化。
人材制約の中でも、組織としてテスト自動化を拡大。

世界トップクラスの実績とシェア

金融・製造・通信など、ミッションクリティカルな領域での採用多数。
大規模・複雑なシステムにも対応してきた信頼性の高いテスト基盤。

事例：回帰テスト5回分の工数が約45％削減。
テスト回数が多いほど効果が拡大
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